
「
加
計
疑
惑
」
問
題
で
は
、
愛
媛
県
は

５
月
21
日
に
首
相
秘
書
官
と
の
交
渉
記
録

文
章
を
参
議
院
に
提
出
し
ま
し
た
。
加
計

学
園
の
獣
医
学
部
開
設
を
巡
る
疑
惑
で
は
、

２
０
１
５
年
２
月
に
安
倍
首
相
は
加
計
理

事
長
と
面
会
し
た
際
、
獣
医
学
部
新
設
に

同
感
の
意
を
表
し
た
と
記
録
さ
れ
、
今
治

市
長
も
こ
れ
を
追
認
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
加
計
学
園
理
事
長
の
加
計
孝
太
郎
氏

と
安
倍
首
相
は
２
０
１
２
年
12

月
の
第
二

次
安
倍
政
権
発
足
以
来
「
19
回
面
会
」

（
５
月
27

日
・
東
京
新
聞
朝
刊
）
す
る
親

密
ぶ
り
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍

首
相
は
２
０
１
７
年
１
月
に
「
獣
医
学
部

新
設
を
は
じ
め
て
知
っ
た
」
と
答
弁
。
当

時
の
柳
瀬
唯
夫
首
相
秘
書
官
は
学
園
新
設

の
数
々
の
官
邸
面
会
を
「
知
ら
ぬ
」
「
記

憶
に
な
い
」
と
逃
げ
て
き
ま
し
た
。

「
森
友
疑
惑
」
で
も
５
月
23

日
に
膨
大

な
交
渉
記
録
が
国
会
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
渉
記
録
は
当
時
の
佐
川
理
財
局
長

が
「
廃
棄
し
残
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る

文
章
で
す
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
明
ら
か
に

森
友
学
園
用
地
の
取
得
に
対
し
、
安
倍
昭

恵
夫
人
と
安
倍
首
相
の
関
与
は
明
ら
か
で

す
。
首
相
夫
人
付
き
の
政
府
職
員
の
谷
査

恵
子
氏
が
森
友
学
園
用
地
取
得
の
優
遇
を

理
財
局
に
打
診
し
た
り
、
安
倍
昭
恵
夫
人

自
体
が
学
園
側
に
「
い
い
土
地
で
す
か
ら
、

前
に
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
応
援
発
言
し

た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
録
は
こ
れ
ま
で
の
安
倍
首

相
や
麻
生
財
務
大
臣
、
当
時
の
財
務
省
前

佐
川
理
財
局
長
の
国
会
答
弁
と
明
ら
か
に

矛
盾
し
ま
す
。
安
倍
首
相
の
発
言
に
合
わ

せ
閣
僚
や
一
部
官
僚
が
平
気
で
公
文
書
の

改
ざ
ん
、
廃
棄
し
、
ウ
ソ
の
答
弁
、
責
任

を
問
わ
れ
る
と
、
当
該
自
治
体
や
一
部
職

員
の
「
伝
聞
」
や
恣
意
的
な
文
書
と
し
逃

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
の
政
治
の
私
物
化
と
責
任
回

避
の
体
質
は
、
今
や
社
会
全
体
に
及
ぼ
う

と
し
て
い
ま
す
。
防
衛
省
は
「
廃
棄
済
で

存
在
し
な
い
」
と
し
た
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ

Ｏ
（
国
連
平
和
維
持
活
動
）
派
遣
部
隊
の

日
報
は
２
０
１
７
年
３
月
に
「
発
見
」
さ

れ
た
が
、
１
年
間
こ
れ
を
隠
し
、
発
覚
後

は
一
部
職
員
を
処
分
し
、
防
衛
大
臣
も
何

ら
責
任
を
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、

福
島
原
発
事
故
の
責
任
は
当
時
の
東
京
電

力
幹
部
は
誰
も
責
任
を
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
風
潮
は
社
会
全
体
に
及
び
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
「
欠
陥
品
隠
し
」
、
議

員
や
首
長
の
「
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
」

隠
し
と
居
直
り
、
日
大
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
事
件
を
は
じ
め
、
大
企
業
や
各

種
団
体
の
一
部
幹
部
の
無
責
任
、
自
己
保

身
も
決
し
て
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
社
会
を
変
え
る
た
め
に
も
、
安

倍
首
相
や
麻
生
財
務
大
臣
の
責
任
追
及
と

辞
任
は
不
可
欠
で
す
。
護
憲
・
立
憲
野
党

と
労
働
者
、
市
民
の
連
携
を
国
会
内
外
で

さ
ら
に
強
め
ま
し
ょ
う
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会党
東京都千代田区神田神保町2-10 三辰工業ビル３階 TEL 03-6380-9960 FAX 03-6380-9963

こんにちは
で

す

(1988年１月18日第三種郵便物認可)

2018年６月号

2018年６月

「国民主権」を問う―「森友・加計学園疑惑」

ウ
ソ
と
捏
造
、
隠
ぺ
い
で
「
墓
穴
を
掘
る
」
安
倍
内
閣

安
倍
内
閣
の
「
森
友
・
加
計
疑
惑
」
、
自
衛
隊
の
「
日
報
隠
し
」
を
は
じ
め
、

安
倍
内
閣
の
ウ
ソ
、
改
ざ
ん
、
隠
ぺ
い
が
当
り
前
の
政
治
が
常
態
化
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
安
倍
内
閣
の
腐
っ
た
体
質
が
社
会
全
体
に
波
及
し
、
今
や
ト
ッ
プ

が
責
任
を
と
ら
ず
、
部
下
な
ど
に
責
任
を
な
す
り
つ
け
る
社
会
、
庶
民
は
こ
ん

な
世
の
中
に
「
ヘ
キ
ヘ
キ
」
し
て
い
ま
す
。
社
会
を
腐
ら
せ
る
安
倍
首
相
、
麻

生
財
務
大
臣
の
退
陣
を
強
く
求
め
ま
し
ょ
う
。

常
識
で
判
断
す
れ
ば

安
倍
首
相
ア
ウ
ト
！

誰
も
責
任
と
ら
ず

ウ
ソ
と
捏
造
で
終
始

安
倍
流
体
質
が

社
会
に
伝
染
し
拡
大



■
日
本
は
先
進
国
中
、
最
悪
の
状
態

政
府
は
日
本
を
「
先
進
国
」
と
い
う
け
れ
ど
、
労
働

者
の
状
態
は
違
い
ま
す
。
い
く
つ
か
例
を
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
（
デ
ー
タ
は
労
働
政
策
研
究
所
２
０
１
７
年
版
）

①
常
用
雇
用
労
働
者
の
月
給
は
低

下
傾
向
。

１
９
９
７
年
の
37
万
１
６
７
０

円
を
ピ
ー
ク
に
下
が
り
は
じ
め
２

０
１
６
年
に
は
31
万
５
５
９
０
円

で
す
。
安
倍
首
相
の
「
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
」
論
（
生
産
性
が
上
が
れ

ば
賃
金
が
上
が
る
）
は
労
働
者
全

体
に
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
パ
ー
ト
タ
イ
ム

（
短
時
間
）
の
賃
金

は
５
か
国
比
で
最
低

２
０
１
６
年
の
パ
ー

ト
労
働
者
の
1
時
間

当
た
り
の
賃
金
額
を

フ
ル
タ
イ
ム
と
比
べ

る
と
、
日
本
の
パ
ー

ト
賃
金
は
５
か
国
中
で
最
低
で
す
。

③
平
均
年
間
総
労
働
時
間
は
就
業
者
全
体
（
パ
ー
ト
含

む
）
6
カ
国
中
５
位
で
す
。

日
本
１
７
１
９
時
間
、
ア
メ
リ
カ
１
７
９
０
時
間
、

カ
ナ
ダ
１
７
０
６
時
間
、
イ
ギ
リ
ス
１
６
７
４
時
間
、

ド
イ
ツ
１
３
７
１
時
間
、
フ
ラ
ン
ス
１
４
８
２
時
間
。

④
週
49

時
間

以
上
の
長
時

間
労
働
（
就

業
者
全
体
が

対
象
）
は
日

本
は
20

・
8

％
で
ダ
ン
ト

ツ
1
位
で
す
。

⑤
65
歳
以
上
の
男
性
高
齢
者
の
就
業
率
は
最
高
⁈

各
国
の
風
土
や
歴
史
的
条
件
を
除
く
と
、
日
本
は
31
・

1
％
で
す
。
日
本
の
高
齢
者
は
年
金
給
付
金
の
削
減
や

政

府

の

70

歳

か

ら

の

給

付

の

検

討
な
ど
、

高

齢

者

は

体

が

動

く

限

り
働
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

■
労
働
行
政
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず

政
府
の
労
働
政
策
の
後
退
と
同
時
に
、
労
働
関
連
法

違
反
件
数
も
下
が
り
ま
せ
ん
。
企
業
の
利
益
優
先
政
策

の
中
、
労
働
関
連
法
違
反
を
摘
発
し
指
導
す
る
労
働
基

準
監
督
官
は
全
国
で
２
９
２
３
名
の
み
で
す
。
昨
年
は

労
働
基
準
監
督
官
は
22
名
し
か
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
ち

な
み
に
「
労
働
基
準
監
督
年
報
」
（
２
０
１
６
年
版
）

か
ら
現
状
を
見
ま
す
。

①
全
産
業
死
傷
者
発
生
状
況
で
は
、
15
年
度
11
万
６
３

１
１
件
で
す
が
、
16
年
度
は
11
万
７
９
１
０
件
（
前
年

度
比
１
万
５
９
９
件
で
1
・
4
％
増
え
て
い
ま
す
。

②
労
働
基
準
法
違
反
で
は
13
万
４
６
１
７
の
事
業
所
の

定
期
監
督
（
う
ち
労
働
者
か
ら
の
申
告
は

２
万
１
９
９
４
件
）
中
、
労
基
法
違
反
件

数
は
８
万
９
９
７
２
事
業
所
（
66
・
8
％
）

労
働
時
間
違
反
２
万
８
２
５
２
件
（
31
・

5
％
）
、
労
働
条
件
の
明
示
違
反
１
万
３

７
５
４
件
（
15
・
3
％
）
、
就
業
規
則
明

示
違
反
９
７
６
５
件
で
す
。

ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
違
反
関
係
で

は
、
安
全
基
準
違
反
２
万
３
６
６
４
件
、

労
働
安
全
衛
生
規
則
違
反
２
万
２
８
３
０

件
で
す
。

③
違
反
事
業
所
の
再
監
督
は
１
万
３
０
１

２
事
業
所
中
、
完
全
是
正
事
業
所
５
８
３

５
、
是
正
率
は
44

・
8
％
で
す
が
、
悪
質

な
事
案
の
送
検
数
は
８
９
０
件
中
、
賃
金

不
払
い
１
８
５
件
、
労
働
時
間
違
反
95
件

で
す
。
こ
の
デ
ー
タ
ー
は
氷
山
の
一
角
に

す
ぎ
な
い
で
し
ょ
う
。

■
「
高
プ
ロ
」
は
蟻
の
一
穴

国
会
で
の
「
働
き
方
改
革
一
括
法
」
の

中
に
「
高
プ
ロ
」
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
現
在
、
年
収
１
０
７
５
万
円
以
上

の
「
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
」
な
ど
専
門
的
業

務
に
限
り
、
残
業
代
ゼ
ロ
、
労
働
時
間
無

制
限
で
働
く
制
度
で
す
。
財
界
は
こ
れ
を

年
収
４
０
０
万
円
ま
で
の
他
業
種
ま
で
広

げ
る
の
が
本
音
で
す
。
ま
さ
に
「
蟻
の
一

穴
」
法
で
あ
り
、
労
働
基
準
法
を
無
視
す

る
も
の
で
す
。

「
高
プ
ロ
」
は
労
働
基
準
法
や
労
働
者
の

健
康
と
生
活
を
壊
す
も
の
で
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

も
う
一
度
自
ら
の
働
き
ざ
ま
を
見
つ
め
、

改
善
の
た
め
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０１８年６月

年度 月額:円

1990年 329,443

1997年 371,670

2016年 315,590

国名
フルタイム
比時間給

日本 58・0％

イギリス 72・1％

ドイツ 72・1％

フランス 86・6％

イタリア 73・4％

国名
長時間
労働率

日本 20・8％

アメリカ 16・4％

カナダ 12・0％

イギリス 12・3％

ドイツ 9・6％

フランス 10・1％

イタリア 9・8％

「働き方改革」というけれど、労基法違反は日常化

国
会
で
は
財
界
の
意
を
受
け
た
「
働
き
方
改
革
一

括
法
」
の
採
決
が
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
反

対
す
る
と
と
も
に
、
政
府
や
財
界
の
「
働
き
方
改
革
」

で
は
な
く
、
今
一
度
、
自
ら
の
「
働
き
方
、
労
働
条

件
、
労
働
制
度
」
を
考
え
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
現
状
に
触
れ
ま
す
。

安
倍
政
権
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
と
い
い
ま
す

が
、
日
本
の
労
働
者
は
活
躍
し
頑
張
っ
て
も
、
労
働

条
件
、
働
き
ざ
ま
は
「
先
進
国
」
に
入
り
ま
せ
ん
。

国名 65歳以上
男性就業率

日本 31・1％

アメリカ 23・4％

カナダ 18・0％

イギリス 13・7％

ドイツ 8・6％

フランス 3・6％

イタリア 6・6％

お問い合わせ先新社会
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